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美浜町のニュース

MIHAMA NEWS

大
会(

イ
ン
タ
ー
ハ
イ)

ボ
ー
ト
競

技
に
出
場
し
た
美
方
高
校
ボ
ー
ト

部
の
優
勝
報
告
会
が
町
役
場
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

同
大
会
は
、
8
月
11
日
か
ら
14

日
に
か
け
て
愛
媛
県
今
治
市
の
玉

川
湖
ボ
ー
ト
コ
ー
ス
で
開
催
さ

れ
、
美
方
高
校
が
女
子
舵
手
付
き

ク
ォ
ド
ル
プ
ル
で
優
勝
、
男
子
舵

手
付
き
ク
ォ
ド
ル
プ
ル
と
女
子
ダ

ブ
ル
ス
カ
ル
で
準
優
勝
を
収
め
ま

し
た
。
女
子
舵
手
付
き
ク
ォ
ド
ル

プ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
4
連
覇

と
な
っ
た
ほ
か
、
3
月
に
行
わ
れ

た
全
国
高
等
学
校
選
抜
ボ
ー
ト
大

会
に
続
く
春
夏
2
冠
も
達
成
し
ま

し
た
。 9

町道美浜駅前線が一部区間を供用開始
にぎわいの拠点づくりへ

■ お問い合わせ先
　町土木建築課
　にぎわい拠点整備室
　(担当･増田)☎32‐6707

■ お問い合わせ先
　町教育委員会事務局
　(担当･荒木)☎32‐6708

　

戸
嶋
町
長
は｢

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に

負
け
ず
、素
晴
ら
し
い
成
績
を
残
し

て
く
れ
た｣

と
選
手
た
ち
を
た
た

え
ま
し
た
。

始
し
ま
し
た
。

　

供
用
を
開
始
し
た
の
は
、町
道

佐
柿
・
郷
市
線
か
ら
町
道
役
場
前

線
ま
で
の
区
間(

約
２
０
０
ｍ)

で
、

こ
の
区
間
の
開
通
に
よ
り
Ｊ
Ｒ
美

浜
駅
と
町
役
場
や
な
び
あ
す
ま
で

が
直
線
的
に
結
ば
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
回
開
通
し
た
区
間
に
整
備
さ

れ
た
歩
道
の
路
面
は
、美
浜
の
美

し
い
砂
浜
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
石
畳

調
の
透
水
性
舗
装
で
、雨
の
日
で

も
水
た
ま
り
を
気
に
す
る
こ
と
な

10

く
歩
け
ま
す
。ま
た
、歩
道
上
に
は

ハ
ナ
ミ
ズ
キ
を
植
樹
し
、沿
線
の

田
園
風
景
等
と
相
ま
っ
た
季
節
の

移
り
変
わ
り
を
楽
し
め
ま
す
。な

お
、街
路
灯
や
フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
も

整
備
し
、夜
間
で
も
安
全
に
歩
け

ま
す
。

　

町
で
は
、令
和
5
年
春
に
開
業

予
定
の
道
の
駅｢

若
狭
美
浜
は
ま

び
よ
り｣

や
美
浜
駅
前
広
場
、道
路

等
、に
ぎ
わ
い
ゾ
ー
ン
の
整
備
を
引

き
続
き
進
め
て
い
き
ま
す
。

月
1
日
に
、町
道
美
浜
駅

前
線
の
一
部
が
供
用
を
開

↑報告に訪れた美方高校ボート部の皆さん

↑石畳調の歩道

美方高校が女子舵手付きクォドルプルで4連覇
全国高等学校総合体育大会 ボート競技優勝報告会

月
7
日
に
、
令
和
4
年
度

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

男子舵手付きクォドルプル決勝

着順 クルー名 1000m

優勝 関西高校 (岡山 ) 3:18.72

2 位 美方高校 (福井 ) 3:19.37

3 位 京都工学院高校 (京都 ) 3:23.48

4 位 旭丘高校 (愛知 ) 3:30.91

女子ダブルスカル決勝

着順 クルー名 1000m

優勝 加茂高校 (岐阜 ) 3:56.79

2 位 美方高校 (福井 ) 3:59.23

3 位 佐野高校 (栃木 ) 4:07.48

4 位 桜宮高校 (大阪 ) 4:09.17

女子舵手付きクォドルプル決勝

着順 クルー名 1000m

優勝 美方高校 (福井 ) 3:51.05

2 位 松山東高校 (愛媛 ) 3:58.71

3 位 膳所高校 (滋賀 ) 4:01.44

4 位 富士河口湖高校(山梨) 4:15.04

↑ JR美浜駅から町役場等へのアクセスが大幅に向上

↑供用を開始した区間

なびあす
町役場

はあとぴあ

美浜郵便局
開通区間

JR美浜駅

国道
27
号

町道
佐柿
・郷
市線

町道
役場
前線

シ
リ
ー
ズ
137

環
境

美
浜
の

environment

シ
リ
ー
ズ
153

お問い合わせ先　町住民環境課　(担当・志賀) 　☎32‐6703

　大量生産・大量消費の経済システムにより、ごみの大量廃棄が世界的な問

題となっています。各国がこの問題解決に向け、対策を講じる中、町でもごみ

の減量化や資源化に一層取り組んでいく必要があります。

　町の環境基本計画では ｢ごみ削減 みはまスマートチャレンジプロジェクト｣

を重点施策の1つに掲げています。その取り組みの1つとして、家庭から出

る生ごみの減量・堆肥化を図るため、生ごみ処理容器及び生ごみ処理機の購

入に係る費用の一部を補助する制度を創設しました。

ごみ削減 みはまスマートチャレンジプロジェクト

第二次美浜町環境基本計画　重点施策3

美浜町家庭用生ごみ処理容器等
購入費補助金 ～循環型社会の実現に向けて～

補助金名称

美浜町家庭用生ごみ処理容器等購入費補助金

補助金の額

対象経費の1/2 以内 (100円未満切り捨て )

上限 ①生ごみ処理容器：1基当たり5,000円

②生ごみ処理機：1基当たり50,000円

注意事項

● 補助を受けるには、購入する前に申請書の提出が必要

です。購入後の申請はできませんので、必ず購入前に

申請してください。

● 他の補助との併用はできません。

● 当該補助にかかる生ごみ処理容器等は、譲渡や貸与、

販売をしてはいけません。

● 補助金を交付した後、職員が使用状況の確認に伺う場

合があります。

● 申請前に必ず町ホームページ等で本補助金の交付要

綱を確認してください。ご不明な点等は、町住民環境

課にお問い合わせください。

対象処理容器等

①生ごみ処理容器 (コンポスター )

微生物の働きにより生ごみを分解して堆肥化す

る容器で、電気を動力として用いないものです。1

世帯当たり2基 / 年度までで、毎年度補助が受け

られます。

②生ごみ処理機

電力等を利用して生ごみを分解し、乾燥・堆肥

化・減量化する機器です。1世帯当たり1基までで、

補助を受けた年度を1年とし、6年経過後は再度

補助を受けられます。
※ 生ごみを破砕し、下水道等に流す機器 ( ディスポーザー等 )

や生ごみを焼却する機器、別売附属品に係る費用、送料等

は補助対象外です。

対象者

　町内に住所と自宅を有し、

自らが使用するために生ご

み処理容器等を購入する者

(世帯主 )

11 月 1 日 ( 予定 ) から

申請を受け付けます。

申請受付
生ごみ処理容器 (コンポ
スター ) を自分で作って
いる人もいるよ！

自らが使用するために生ご
(当該年度の予算枠がなくなり次第、受付を終了します )

生ごみは、生ごみ処理容器等で処理し、堆肥化することで畑やプランター

等の肥料にできます。更に、臭いや害虫の発生を抑制するとともに、生ご

みを乾燥させることで減量化が図れます。この補助金を活用して、ごみの

減量化や資源化にご協力をお願いします。
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美浜発電所の状況について美浜発電所の状況について

美浜1号機 廃止措置中(平成29年4月19日～)

美浜2号機 廃止措置中(平成29年4月19日～)

美浜3号機 運転中(令和4年9月26日～)

西
村
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

(

原
子
力
防
災)

が
原
子
力
災
害
時

の
対
応
施
設
や
避
難
道
路
を
視
察

10
月
9
日
に
、
西
村
明
宏
内
閣
府
特
命

担
当
大
臣
及
び
小
林
茂
樹
内
閣
府
副
大
臣

が
、
原
子
力
災
害
時
の
対
応
施
設
や
避
難

道
路
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

こ
の
視
察
は
、
11
月
上
旬
に
計
画
さ
れ

て
い
る
関
西
電
力
㈱
美
浜
発
電
所
を
対
象

と
し
た
国
の
原
子
力
総
合
防
災
訓
練
を
前

に
行
わ
れ
た
も
の
で
、
同
発
電
所
の
視
察

後
、
戸
嶋
町
長
と
と
も
に
、
竹
波
原
子
力

防
災
セ
ン
タ
ー
や
美
浜
オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン

タ
ー
、
美
浜
原
子
力
緊
急
事
態
支
援
セ
ン

タ
ー
を
視
察
し
、
現
地
の
対
応
状
況
等
に

つ
い
て
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
主
な
視
察
内
容
】

・
竹
波
原
子
力
防
災
セ
ン
タ
ー

　

屋
外
の
放
射
性
物
質
を
取
り
除
く
と
と

も
に
、
建
物
内
の
気
圧
を
高
め
て
外
か
ら

の
放
射
性
物
質
を
防
ぐ
フ
ィ
ル
ト
リ
ン
グ

シ
ス
テ
ム
を
視
察
さ
れ
ま
し
た
。

福
井
県
原
子
力
発
電
所

所
在
市
町
協
議
会
が
国
に
対
し
て

要
請
活
動
を
実
施

　

併
せ
て
、
当
該
施
設
に
備
え
た
防
災
用

品
や
飲
料
水
等
の
非
常
食
、
施
設
内
に
展

示
さ
れ
た
避
難
経
路
図
等
を
確
認
い
た
だ

き
、
当
該
施
設
の
収
容
人
数
や
広
域
避
難

先
等
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

↑フィルトリングシステムを視察する
　西村大臣 (右 )

↑竹波原子力防災センターの視察（左から）西村副町長、
　戸嶋町長、西村大臣、小林副大臣

↑ 避難経路図を確認する西村大臣 (右から2番目 )、
　小林副大臣 (左から2番目 )

・
美
浜
オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン
タ
ー

　

原
子
力
災
害
発
生
時
、
国
や
関
係
自
治

体
、
原
子
力
事
業
者
等
が
参
集
し
、
住
民

の
安
全
確
保
を
図
る
施
設
を
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
後
面
談
を
行
い
、
戸
嶋
町
長
か
ら

西
村
大
臣
に
対
し
、
美
浜
地
域
の
緊
急
時

対
応
の
実
効
性
を
高
め
る
こ
と
が
立
地
地

域
の
安
全
・
安
心
に
つ
な
が
る
と
し
た
上

で
、
避
難
困
難
区
域
の
解
消
や
、
避
難
道

路
の
強
靭
化
・
多
重
化
を
要
望
し
ま
し
た
。↑西村大臣に要望する戸嶋町長 (右 )

　

要
望
に
対
し
、
西
村
大
臣
か
ら
は｢

さ

ま
ざ
ま
な
要
望
を
し
っ
か
り
と
受
け
止

め
、
立
地
地
域
の
住
民
と
自
治
体
の
皆
さ

ま
の
安
全
を
確
保
で
き
る
手
立
て
を
、
お

話
を
伺
い
な
が
ら
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た

い｣

と
回
答
い
た
だ
き
ま
し
た
。

9
月
21
日
に
、
福
井
県
原
子
力
発
電
所

所
在
市
町
協
議
会(

会
長
・
戸
嶋
町
長)

が
、

髙
木
毅
衆
議
院
議
員
同
行
の
も
と
、
経
済

産
業
省
や
内
閣
府
、
文
部
科
学
省
に
対
し

て
、
原
子
力
政
策
等
に
関
す
る
要
請
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
し
た
。

①
原
子
力
政
策
の
明
確
化

　

国
の
Ｇ
Ｘ
会
議
で
示
さ
れ
た
次
世
代
革

新
炉
の
新
増
設
・
リ
プ
レ
ー
ス
や
、
運
転
期

間
の
延
長
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
、
具
体
化

に
向
け
た
議
論
を
加
速
さ
せ
る
と
と
も
に
、

次
期
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
に
反
映
し
、

原
子
力
政
策
の
明
確
化
を
図
る
こ
と
。

②
原
子
力
政
策
に
係
る
国
民
理
解
の
推
進

　

原
子
力
政
策
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に

は
、
国
民
理
解
の
醸
成
が
不
可
欠
で
あ
り
、

そ
の
根
幹
と
な
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
の
推
進

に
つ
い
て
、
立
地
市
町
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
財
政
・
人
的
支
援
を
行
う

と
と
も
に
、
国
が
前
面
に
立
ち
、
電
力
消

費
地
等
に
お
い
て
説
明
・
説
得
を
尽
く
す

等
、
理
解
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
。

③
バ
ッ
ク
エ
ン
ド
対
策
の
促
進

　

再
処
理
施
設
や
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物

の
最
終
処
分
等
、
原
子
力
政
策
推
進
の
た

め
の
バ
ッ
ク
エ
ン
ド
対
策
に
つ
い
て
、
早
期
稼

働
や
国
民
理
解
の
推
進
に
取
り
組
む
こ
と
。

④
原
子
力
災
害
時
の
避
難
道
路
に
つ
い
て

　

舞
鶴
若
狭
自
動
車
道
の
4
車
線
化
を
は

じ
め
、
避
難
道
路
・
制
圧
道
路
の
多
重
化

及
び
強
靭
化
を
行
う
等
、
国
が
主
導
的
立

場
で
強
力
に
推
進
し
、
広
域
避
難
計
画
の

実
効
性
を
高
め
る
こ
と
。

⑤
原
子
力
発
電
所
の
防
護
対
策
等
の
強
化

　

原
子
力
発
電
所
に
係
る
武
力
攻
撃
や
テ

ロ
に
対
し
、
防
護
・
防
災
対
策
に
万
全
の

措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

⑥
実
効
性
の
あ
る
避
難
訓
練
等
の
実
施

　

広
域
避
難
計
画
の
実
効
性
を
高
め
る
た

め
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
訓
練
を
行
い
、

課
題
の
検
証
と
解
決
に
向
け
て
継
続
的
に

取
り
組
む
こ
と
。

⑦
立
地
地
域
の
将
来
像
の
実
現

　

共
創
会
議
で
示
さ
れ
た
、
福
井
県
の
原

子
力
発
電
所
立
地
地
域
の
将
来
像
に
つ
い

て
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
積
極
的
な
取

り
組
み
を
加
速
す
る
こ
と
。

　

今
回
の
要
請
を
受

け
、
国
か
ら
は｢

要

請
の
趣
旨
を
踏
ま

え
、
誠
実
に
対
応
し

て
い
き
た
い｣

と
前

向
き
な
回
答
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
今
後

も
当
協
議
会
等
と

連
携
し
な
が
ら
、

原
子
力
発
電
を
取

り
巻
く
課
題
や
問

題
解
決
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

国
の
原
子
力
総
合
防
災
訓
練
が

実
施
さ
れ
ま
す

〇
実
施
時
期

　

令
和
4
年
11
月
上
旬
頃(

※)

〇
訓
練
対
象
発
電
所

　

関
西
電
力
㈱
美
浜
原
子
力
発
電
所

〇
訓
練
対
象
地
域

　

美
浜
発
電
所
か
ら
半
径
30
㎞
圏
内
の
市
町

〇
訓
練
内
容

　

今
回
の
訓
練
は
、
令
和
3
年
1
月
に
国

が
策
定
し
た｢

美
浜
地
域
の
緊
急
時
対
応｣

(

※)

の
実
効
性
を
確
認
し
、
美
浜
地
域
の

原
子
力
防
災
体
制
の
更
な
る
充
実
強
化
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

町
で
は｢

美
浜
町
広
域
避
難
計
画｣

を

策
定
し
、
原
子
力
災
害
が
発
生
し
た
際
、

確
実
に
避
難
場
所
を
確
保
で
き
る
よ
う
、

お
お
い
町
と
大
野
市
を
避
難
先
と
し
て
定

め
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
訓
練
で
は
、
美
浜
発
電
所
で
事

故
が
発
生
し
た
と
い
う
想
定
で
訓
練
が
行

わ
れ
る
た
め
、
町
内
全
域
が
防
護
措
置
を

実
施
す
る
地
域
と
な
り
ま
す
。
訓
練
時
に

想
定
さ
れ
る
状
況
に
応
じ
て
、
Ｐ
Ａ
Ｚ(
丹

生
、
竹
波
、
菅
浜)

、
Ｕ
Ｐ
Ｚ(

Ｐ
Ａ
Ｚ
以

外)

の
一
部
の
住
民
の
方
に
防
護
措
置(

屋

内
退
避
や
避
難
等)

を
実
施
い
た
だ
く
予

定
で
す
。

　

ま
た
、
訓
練
当
日
は
、
戸
別
受
信
機
や

防
災
ア
プ
リ
、
行
政
チ
ャ
ン
ネ
ル
等
に
よ
る

訓
練
放
送
を
行
う
予
定
で
す
。

　

訓
練
の
実
施
に
つ
い
て
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

↑ 西村大臣 (中央 )に要請書を手渡す戸嶋町長 (右から4番
目 )と同行いただいた髙木衆議院議員 (左から5番目 )

※
原
子
力
災
害
に
関
し
、
地
方
自
治
体
の
地
域
防
災
計

画
・
避
難
計
画
お
よ
び
国
の
緊
急
時
に
お
け
る
対
応
を

取
り
ま
と
め
た
も
の
。

※
実
施
日
が
確
定
次
第
、
行
政
チ
ャ
ン
ネ
ル
等
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

防護措置（屋内退避・避難等）の実施基準防護措置（屋内退避・避難等）の実施基準
　防護措置の実施基準は、万が一、原子力発電所で事故が発生した場合に、速やかに屋内退避や避難等の判断・
指示ができるようにあらかじめ設定されています。
　具体的な防護措置実施の判断は、原子力規制委員会が行い、国の災害対策本部が指示し、それを受けて町の
災害対策本部が住民の皆さんにお知らせします。

※1 施設敷地緊急事態要避難者…避難行動に通常以上の時間を要し、かつ避難により健康リスクが高まらない要配慮者（高齢者、障がい者、乳幼児、妊産婦、傷病者等）
※2 避難…空間の放射線量が高い、または、高くなるおそれのある地点から速やかに離れるために緊急で実施する防護措置
※3 一時移転…避難が必要な放射線量よりは低いが、余計な被ばくを避けるために1週間以内にその地域から離れるために実施する防護措置

■ 警戒事態（第1段階）
 　その時点では放射線による環境への影響やそのおそ

れは緊急のものでないが、原子力施設における異常事象
の発生またはおそれがあるため、情報収集や防護措置の
準備を開始する必要がある段階

■ 施設敷地緊急事態（第2段階）
 　原子力施設において、環境に放射線による影響をもた

らす可能性があるため、原子力施設周辺（PAZ）におい
て、緊急時に備えた避難等の防護措置の準備を開始する
必要がある段階

■ 全面緊急事態（第3段階）
 　原子力施設において、環境に放射線による影響をもた

らす可能性が高いため、放射線によるリスクを低減する
観点から、迅速な防護措置を実施する必要がある段階

原子力
発電所

1時間あたり
500マイクロシーベルト以上で「避難」

放射性物質が放出される前に「避難」

1時間あたり
20マイクロシーベルト

以上で「一時移転」

1時間あたり
20マイクロシーベルト未満

の地域は「屋内退避」PAZ

UPZ

風向き

事態の進展

一般住民（情報収集）

住民
（情報収集）

空間線量率などを基準に防護措置を実施

施設敷地緊急事態要避難者※1

避難準備

住民
屋内退避準備

住民
屋内退避
避難準備

20マイクロシーベルト
毎時を超えた場合

地域生産物の摂取制限

一時移転※3

（1週間以内に）

500マイクロシーベルト
毎時を超えた場合

避難
（数時間から1日以内に）

一般住民
避難準備

安定ヨウ素剤の服用準備

一般住民
避難

安定ヨウ素剤の服用

施設敷地緊急事態要避難者
避難※2

原子力
発電所 PAZ

（～おおむね5km）
UPZ

（おおむね5～30km）
おおむね30km～
（避難先自治体）

〔第1段階〕
警戒事態

例：震度6弱以上の地震など
緊急時モニタリングの準備

〔第2段階〕
施設敷地緊急事態
例：全交流電源の喪失など

緊急時モニタリングを開始

〔第3段階〕
全面緊急事態

例：原子炉冷却機能の喪失など

施設外への放射性物質
の放出なし

施設外への放射性物質
の放出

●避難受け入れ準備開始

●避難準備への協力
●避難者の受け入れ

●避難準備への協力
●避難者の受け入れ

避難所

避難所

避難所スクリーニング
（避難所に着く前に実施）

基準値を
超えた場合
体表面除染

（出典：日本原子力文化財団HPを参考に作成）

原子力災害時に対策（防護措置）を実施する対象地域原子力災害時に対策（防護措置）を実施する対象地域
　原子力災害が発生した場合は、被ばくや汚
染を避けるために発電所の状況や放射性物質
の放出状況に応じて、屋内退避や避難等の防
護措置の準備及び実施をします。
　対象地域は、原子力発電所から半径おおむ
ね30km圏内とし、半径おおむね5km圏内
を「予防的防護措置を準備する区域（PAZ）」
とし、半径おおむね5 ～30km圏内を「緊急
防護措置を準備する区域（UPZ）」と設定して
います。

（注）関西電力㈱ 高浜発電所は、30km以遠であるため対象地域となりません。
※ 美浜発電所1・2号機については、運転を終了し、廃止措置工事が始まっており、核燃料が十分な期間冷却されたと原子力規制委員会により判断

されたことから、防護措置を実施する対象地域は、半径おおむね5㎞圏内（丹生・竹波・菅浜）とし、対象地域全域をUPZとして対応します。
※ 敦賀発電所1号機、ふげん、大飯発電所1・2号機については、半径30km圏内に位置していますが、美浜発電所1・2号機と同様に防護措置を実

施する対象地域が5km圏内となっているため、美浜町は対象地域となりません。

美浜町

小浜市
高浜町

若狭町

敦賀市

南越前町

池田町
越前市

越前町
鯖江市

福井市
永平寺町 勝山市

坂井市

あわら市

おおい町

大野市

岐阜県

滋賀県

揖斐川町

長浜市

高島市綾部市

舞鶴市

南丹市

京都府

《美浜発電所3号機の対象区域》

UPZ（30km）

PAZ（5km）

美浜発電所

PAZ
発電所から
半径おおむね
5km圏内

予防的防護措置を準備する区域
（PAZ：Precautionary Action Zone）

原子力発電所において、特定の事故事象が発生した時に、事故の急速な進展を想
定し、放射性物質が環境中に放出される前から、予防的な避難等を準備する区域

UPZ
発電所から
半径おおむね
5～30km圏内

緊急防護措置を準備する区域
（UPZ：Urgent Protective action Planning Zone）

原子力発電所で発生した事故が急速に進展する可能性等を踏まえ、緊急時に
おける判断及び防護措置の基準に基づき、屋内退避や避難等を準備する区域

県内の原子力発電所における対象地域

原子力施設 PAZ
 （半径おおむね5㎞圏内）

UPZ
（半径おおむね5 ～ 30㎞圏内）

丹生・竹波・菅浜

丹生・竹波

―

―

3地区を除く町内全域

2地区を除く町内全域

町内全域

町内全域

関西電力㈱美浜発電所3号機

日本原子力研究開発機構 高速増殖原型炉もんじゅ

日本原子力発電㈱敦賀発電所2号機

関西電力㈱大飯発電所3・4号機

美浜発電所の他にも30km圏内に位置する発電所に対しては、対策を実施する必要があります。

3 4

↓訓練対象範囲 (PAZ・UPZ圏 )

PAZ…発電所から半径おおむね5㎞圏内
UPZ…発電所から半径おおむね5～30㎞圏内

令和3年度の
訓練の様子
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お
知
ら
せ

農
用
地
利
用
計
画
の
変
更

(

農
振
除
外)

申
請
の
受
付
に
つ
い
て

｢

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン｣

強
化
週
間
の
お
知
ら
せ

　
　

福
井
県
地
方
法
務
局･

　
　
　
　

福
井
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

☎
０
７
７
６
‐
22
‐
４
２
１
０

問
11
月
18
日
か
ら
全
国
一
斉｢

女
性
の
人

権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン｣

強
化
週
間
と
し
て
、

電
話
相
談
の
開
設
時
間
を
拡
大
し
ま
す
。

　

職
場
で
の
い
じ
め
や
ス
ト
ー
カ
ー
、セ
ク

シ
ュ
ア
ル･

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等
に
つ
い
て
、一

人
で
悩
ま
ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

11
月
18
日(

金)

〜
24
日(

木)

●

期
間

●

受
付
時
間

(

平
日)

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

(

土
日
祝)

午
前
10
時
〜
午
後
5
時

●

相
談
窓
口

　

０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

11月は児童虐待防止推進月間です！

児童虐待はどの家庭でも起こる可能性があります。
虐待かもしれないと思ったら、ためらわずにご連絡ください。
連絡した人の秘密は守られます。

▼町子ども ･子育てサポートセンター
☎32‐0192

▼福井県児童相談24時間ダイヤル
　　  ☎ 0776‐24‐3654

～ ｢もしかして？｣ためらわないで！189(いちはやく) ～

▼児童相談所全国共通ダイヤル☎189

子ども虐待防止
オレンジリボン

※お問い合わせ先
町エネルギー政策課 防災･原子力対策室

(担当・三田) ☎32‐6716

防災情報伝達システムを用いた全国一斉の

※ 当日は、美浜町以外の地域でも、全国一斉に伝達試験が
　実施されます。

緊急情報の伝達試験を
実施します

テ
ー
マ
は｢

こ
れ
か
ら
の
社
会
に
向

か
っ
て｣

で
す
。
税
の
仕
組
み
や
役
割
、

使
い
道
等
を
考
え
、
税
に
対
す
る
理
解
を

一
層
深
め
ま
し
ょ
う
。

　

国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
やY

o
u
 

T
u
b
e

の
国
税
庁
動
画
チ
ャ
ン
ネ
ル
で

は
、
次
の
も
の
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

●

ド
ラ
マ
仕
立
て
の
動
画
や
最
新
の
デ
ー

タ
等
を
基
に
、国
税
庁
の
仕
事
や
取
り
組

み
、税
の
役
割
等
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

11
月
11
日
〜
17
日
は

｢

税
を
考
え
る
週
間｣

で
す

　
　

敦
賀
税
務
署
総
務
課
☎
22
‐
９
２
６
５

問 ●  

国
税
庁
レ
ポ
ー
ト
等
、
国
税
庁
の
1
年

間
の
活
動
や
そ
の
年
の
話
題
に
つ
い

て
、
統
計
資
料
等
を
交
え
な
が
ら
説
明

し
て
い
ま
す
。

例
年｢

年
末
調
整
の
し
か
た｣

等
の
年
末

調
整
関
係
書
類
を
発
送
し
て
い
ま
し
た

が
、
令
和
4
年
以
降
は
、
こ
れ
ら
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
に
代
え
、
改
正
事
項
や
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
案
内
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
送
付
し
ま
す
。
年
末
調
整
に
関
す
る

情
報
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の｢

年

末
調
整
が
よ
く
わ
か
る
ペ
ー
ジ｣

を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

年
末
調
整
に
係
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の

送
付
に
つ
い
て

　
　

敦
賀
税
務
署　

法
人
課
税
部
門

☎
22
‐
９
２
６
８

問

10
月
2
日
よ
り
、
福
井
県
最
低
賃
金
が

改
正
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
県
内
で
働

く
す
べ
て
の
労
働
者
と
そ
の
使
用
者
に
適

用
さ
れ
ま
す
。

　

改
正
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

福
井
県
最
低
賃
金
額
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

●

改
正
前

時
間
額
８
５
８
円

●

改
正
後

時
間
額
８
８
８
円

※
令
和
4
年
10
月
2
日
か
ら
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
通
勤
手
当
や
家
族
手
当
、精
皆
勤
手
当
、時
間
外
手
当

等
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

　
　

福
井
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

☎
０
７
７
６
‐
22
‐
２
６
９
１

問

■実施日時
●11月 2日 ( 水 )
　 午前 10時頃
●11月16日 (水 )
　 午前 11時頃

■情報伝達手段
屋外スピーカー

放
送
内
容

2日

(水)

16日

(水)

< チャイム >こちらは防災美浜町です。
ただ今から訓練放送を行います。
<緊急地震速報チャイム音>
｢ 緊急地震速報。大地震です。大地震
です。これは訓練放送です。｣(3 回 )
こちらは防災美浜町です。これで訓練
放送を終わります。<チャイム>

<チャイム>｢これは、Jアラートのテ
ストです。｣(3回 )こちらは、防災美
浜町です。

｢

ノ
ー
メ
デ
ィ
ア
デ
ー｣

に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
　

人
権
教
育
研
究
会(

美
浜
東
小
学
校)

(

担
当･

小
島)

☎
38
‐
１
３
０
２

問 ｢

ノ
ー
メ
デ
ィ
ア
デ
ー｣

と
は
、
テ
レ

ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
ゲ
ー
ム
等
、
メ

デ
ィ
ア
の
情
報
を
一
時
的
に
切
り
離
す
日

を
設
け
る
こ
と
で
、
常
に
刺
激
を
受
け
て

い
る
子
ど
も
た
ち
の
心
を
穏
や
か
な
心
に

リ
セ
ッ
ト
す
る
た
め
の
取
り
組
み
で
す
。

　

町
で
は
、
人
権
教
育
研
究
会
生
活
指
導

部
会
が
主
体
と
な
っ
て
、
町
内
の
小･

中

学
校
や
保
育
園
が
取
り
組
み
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

左
記
の
日
は
、
ご
家
族
皆
さ
ん
で
ノ
ー

メ
デ
ィ
ア
デ
ー
の
取
り
組
み
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

11
月
22
日(

火)

●

実
施
日

子
ど
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

の
助
成
に
つ
い
て

美
浜
町
教
育
委
員
会
委
員
が

再
任
さ
れ
ま
し
た

敦
賀
市
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
混
雑
状
況

を
ラ
イ
ブ
配
信
し
て
い
ま
す

　

町
で
は
、
子
育
て
支
援
事
業｢

す
く
す

く
美
浜
っ
子
サ
ポ
ー
ト
事
業｣

の
一
環
と

し
て
、
子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
に
係
る
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い

ま
す
。

●

対
象
者

　

平
成
16
年
4
月
1
日
〜
令
和
4
年
6
月

30
日
生
ま
れ
で
、
接
種
日
に
満
6
カ
月
以

上
の
子
ど
も(

※)

●

助
成
内
容

　

助
成
券
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
1
人
1

回
の
接
種
に
つ
き
１
，
０
０
０
円
を
助
成

●

助
成
回
数

・
満
6
カ
月
か
ら
13
歳
未
満
▼
2
回

・
13
歳
以
上
▼
1
回(

※)

※
医
師
が
特
に
必
要
と
認
め
る
場
合
は
除
く

●

助
成
実
施
期
間

10
月
17
日(

月)

〜

　

令
和
5
年
1
月
31
日(

火)

●

助
成
券
が
使
用
で
き
る
医
療
機
関

・
浅
妻
内
科

・
さ
わ
い
皮
ふ
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

・
田
辺
整
形
外
科
医
院

・
東
部
診
療
所

・
丹
生
診
療
所

・
レ
イ
ク
ヒ
ル
ズ
美
方
病
院

●

そ
の
他
の
医
療
機
関
で
の
接
種

　

そ
の
他
の
医
療
機
関
で
予
防
接
種
を
受

け
る
場
合
も
、
別
途
申
請
・
請
求
す
る
こ

と
で
予
防
接
種
費
用
の
助
成
を
受
け
ら
れ

ま
す
。
申
請
様
式
は
、
子
ど
も
・
子
育
て

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
取
得
で
き
ま
す
。

※
医
療
機
関
に
よ
っ
て
接
種
可
能
な
年
齢
や
接
種
日
が

違
う
た
め
、
事
前
に
電
話
で
ご
確
認
の
上
、
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

町
子
ど
も
・
子
育
て

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー(

担
当･
武
田)

☎
32
‐
０
１
９
２

問
任
期
満
了
に
伴
い
、
髙
木
和
彦
氏
が
再

任
さ
れ
ま
し
た
。

・
髙
木
和
彦
氏(

委
員･

菅
浜)

(

任
期
：
令
和
4
年
10
月
1
日
〜
令
和
8
年
9
月
30
日)

　
　

町
教
育
委
員
会
事
務
局(

担
当･

西
村)

☎
32
‐
６
７
０
８

問

　

敦
賀
市
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
は
、
施
設
入
口

で
の
ご
み
受
付
待
ち
の
状
況
を
お
知
ら
せ
す

る
た
め
、
ラ
イ
ブ
映
像
を
配
信
し
て
い
ま
す
。

　

ご
み
を
持
ち
込
む
際
は
、
ご
覧
い
た
だ

き
、
混
雑
状
況
の
確
認
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●

視
聴
方
法

Y
o
u
 T
u
b
e

で｢

敦
賀
市
清
掃
セ
ン

タ
ー｣

と
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。
も
し

く
は
、
次
の
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
を
読

み
取
る
こ
と
で
視
聴
で
き
ま
す
。

　
　

敦
賀
市
清
掃
セ
ン
タ
ー☎

21
‐
１
１
５
３

問 ●

配
信
時
間

平　

日
▼
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
4
時
30
分

土
日
祝
▼
午
前
8
時
30
分
〜
正
午

※
ご
み
受
入
時
間
外
や
休
業
日(

第
3
日
曜
日
、
5
月

3
日
〜
5
日
、
12
月
31
日
〜
翌
年
1
月
3
日)

は
、

配
信
を
原
則
休
止
し
ま
す
。

↑  You Tube
　チャンネル
　はこちら

※
配
信
時
間
内
で
も
、
設

備
の
維
持
管
理
の
都
合
に

よ
り
、
配
信
を
一
時
休
止

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

過
重
労
働
解
消
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

行
い
ま
す

11
月
は
、
過
重
労
働
解
消
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

月
間
で
す
。
あ
な
た
の
周
り
で
、
働
き
過

ぎ
て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
。
過
重
労
働
解

消
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

福
井
労
働
局
監
督
課

☎
０
７
７
６
‐
22
‐
２
６
５
２

問 ●

相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　

０
１
２
０
‐
７
９
４
‐
７
１
３

← アップデート
後の画面。
　防災マップ等
　の確認が可能
　になります。

※
対
象
者
に
は
、個
別
に
助
成
券
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

美浜町防災アプリの
アップデートを行います

　町では、防災情

報やおくやみ情報を

発信している ｢ 美

浜町防災アプリ｣

の利便性向上と発

信力強化を目的に

アプリのアップデー

トを行います。

アプリのダウン
ロードは｢美浜
町防災アプリ｣
で検索！
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Mihama　Information

募
集･

申
請
等

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高
騰

緊
急
支
援
給
付
金
の
お
知
ら
せ

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
品
価
格
等
の
物
価

高
騰
に
対
応
す
る
た
め
、
令
和
4
年
度
住

民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
し
て
、
1
世
帯

当
た
り
5
万
円
を
給
付
し
ま
す
。

●

給
付
対
象
世
帯

①
令
和
4
年
9
月
30
日
時
点
で
、
美
浜
町

に
住
民
登
録
が
あ
り
、
か
つ
世
帯
全
員

の
令
和
4
年
度
分
の
住
民
税
均
等
割
が

非
課
税
で
あ
る
世
帯

②
世
帯
全
員
の
収
入(

令
和
4
年
1
月
〜

12
月)
が
予
期
せ
ず
減
少
し
、
住
民
税

非
課
税
水
準
に
相
当
す
る
額
以
下
と

な
っ
た
世
帯(
家
計
急
変
世
帯)

②
申
請
が
必
要
で
す
。
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
収
入
額
が
確
認
で
き
る

書
類
と
と
も
に
町
健
康
福
祉
課
ま
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※  

申
請
書
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

町
健
康
福
祉
課(

担
当･

田
村)

☎
32
‐
６
７
０
４

問

●

申
請
方
法

①
対
象
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
世
帯
に
は
、

町
か
ら
確
認
書
ま
た
は
申
請
書
を
送
付

し
ま
す
。
内
容
を
確
認
の
上
、
返
信
し

て
く
だ
さ
い
。

※  

確
認
書
は
、
準
備
が
で
き
次
第
、
順
次
発
送
し
ま
す
。

※
確
認
書
を
返
信
い
た
だ
い
て
か
ら
、
お
お
む
ね

3
週
間
程
度
で
指
定
口
座
に
入
金
し
ま
す
。

●

申
請
期
限

令
和
5
年
1
月
31
日(

火)
農
地
の
転
用
に
は

　
　
　
　
　

許
可
が
必
要
で
す

町
産
業
振
興
課(

担
当･

大
道)

☎
32
‐
６
７
０
６

問

イ
ベ
ン
ト･

行
事

令
和
4
年
度
み
は
ま
土
曜
歴
文
講
座

を
開
催
し
ま
す

町
歴
史
文
化
館(

担
当･

小
牧)

☎
32
‐
０
０
２
７

問

○
第
3
回　

座
学

11
月
19
日(

土)

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

●

日　

時

な
る
ほ
ど
民
俗
学　

冬
の
行
事
編

●

演　

題

橋
本
裕
之
氏

(

大
阪
公
立
大
学
都
市
科
学
・

　
　

  

防
災
セ
ン
タ
ー
特
別
研
究
員)

●

講　

師

○
若
狭
國
早
瀬
印
の
千
歯
扱
き

〜
造
る
・
売
る
〜

10
月
18
日(

火)

〜

令
和
5
年
2
月
19
日(

日)

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

●

期　

間

無
料

(

常
設
展
示
室
へ
の
入
場
料
は
必
要)

●

観
覧
料

　

冬
の
民
俗
行
事
に
関
す
る
講
演
を
通
じ

て
、
み
は
ま
の
冬
を
学
び
ま
す
。

●

内　

容

　

千
歯
扱
き
は
17
世
紀
後
半
に
発
明
さ

れ
た
穀
物
の
脱
穀
等
に
用
い
ら
れ
た
農

具
で
あ
り
、
近
代
に
か
け
て
日
本
全
国

に
普
及
し
ま
し
た
。

　

千
歯
扱
き
に
は
、
鳥
取
県
倉
吉
を
は

じ
め
、
新
潟
県
佐
渡
等
の
代
表
的
な
製

造
地
が
あ
り
、
本
町
の
早
瀬
も
そ
の
一

つ
と
し
て
名
を
馳
せ
ま
し
た
。

　

本
企
画
展
で
は
早
瀬
に
お
け
る
千
歯

扱
き
産
業
の
歴
史
と
携
わ
っ
た
人
々
の

足
跡
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

●

内　

容

税
に
関
す
る
作
品
展
が開

催
さ
れ
ま
す

11
月
11
日(

金)

〜
17
日(

木)

●

期　

間

●

会　

場

　

敦
賀
駅
交
流
施
設
オ
ル
パ
ー
ク
2
階

(

敦
賀
市
鉄
輪
町
1
‐
1
‐
19)

●

内　

容

　

小
学
生
や
中
学
生
、
高
校
生
の
税
に
関

す
る
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

　
　

敦
賀
税
務
署　

総
務
課☎

22
‐
９
２
６
５

問

町
歴
史
文
化
館(

担
当･

八
木)

☎
32
‐
０
０
２
７

問

第
14
回
企
画
展
を
開
催
し
ま
す

●

農
地
転
用
と
は

　

農
地
を
住
宅
用
地
や
資
材
置
き
場
、
駐

車
場
等
、
農
地
以
外
の
用
途
に
転
用
す
る

こ
と
で
す
。
自
分
の
農
地
で
あ
っ
て
も
、
農

地
法
の
許
可
が
必
要(
※)

と
な
り
ま
す
。

※  

農
業
振
興
地
域
農
用
地
区
域
内
の
農
地
は
原
則
不

許
可
と
な
り
ま
す
。

●

許
可
を
受
け
ず
に
転
用
す
る
と

　

農
地
を
許
可
な
く
転
用
し
た
場
合
や
、

転
用
許
可
に
係
る
事
業
計
画
通
り
に
転

用
し
て
い
な
い
場
合
等
は
、
農
地
法
に
違

反
す
る
こ
と
と
な
り
、
工
事
の
中
止
や
原

状
回
復
等
の
命
令
が
な
さ
れ
る
ほ
か
、
場

合
に
よ
っ
て
は
3
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は

３
０
０
万
円
以
下
の
罰
金(

法
人
の
場
合
は

1
億
円
以
下
の
罰
金)

が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

●

農
地
を
転
用
し
た
い
と
き
は

　

農
地
転
用
の
許
可
申
請
は
、
農
業
委
員

会
事
務
局
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
転
用
に

つ
い
て
の
手
続
き
や
疑
問
等
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
ま
ず
は
農
業
委
員
会
事
務
局
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

教
室･

講
座･

説
明
会
等

も
の
忘
れ
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

11
月
22
日(

火)

午
後
7
時
〜
8
時

●

日　

時

●

会　

場

な
び
あ
す

●

対　

象

　

町
内
在
住
で
、
物
忘
れ
や
認
知
症
に
つ

い
て
不
安
の
あ
る
人
ま
た
は
そ
の
家
族

●

定　

員

2
名(

要
事
前
申
し
込
み)

●

費　

用

無
料

町
健
康
福
祉
課(

担
当･

古
市)

☎
32
‐
６
７
０
４

問 ●

申　

込

11
月
15
日(

火)

ま
で
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

子
ど
も･

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

の
催
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

子
ど
も

◆｢

園
芸
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
の
丘｣

　
　
　
　
　
　
　

秋
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
２

11
月
6
日(

日)

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

●

日　

時

　

ト
マ
ト
や
秋
野
菜
の
収
穫
体
験
の
ほ
か
、

花
の
寄
せ
植
え
、
フ
ラ
ワ
ー
ボ
ー
ル
づ
く

り
、
ク
ッ
キ
ー
作
り
、
コ
ス
モ
ス
摘
み
取
り

等
、
秋
を
感
じ
る
体
験
が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン

ト
を
行
い
ま
す
。
花
苗
が
も
ら
え
る
ク
イ
ズ

ラ
リ
ー
に
も
挑
戦
し
よ
う
！

問
　
　

福
井
県
園
芸
体
験
施
設

　
　
　
　
　
　
　

(

園
芸
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
の
丘)

☎
47
‐
６
１
６
２

11
月
は
、
他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
メ

ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

園
芸
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
の
丘
の
催
し
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

◆
コ
キ
ア
を
使
っ
て
ミ
ニ
ほ
う
き
づ
く
り

▼
11
月
12
日(

土)

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼
11
月
20
日(

日)

　
午
後
1
時
〜
2
時
30
分

●

日　

時

●

費　

用

３
０
０
円

●

申　

込

要
予
約

　

カ
ラ
フ
ル
な
麻
糸
を
使
っ
て
、
お
し
ゃ

れ
に
仕
上
げ
ま
す
。
使
っ
て
、
飾
っ
て
、

楽
し
さ
Ｕ
Ｐ
！

●

定　

員

各
日
8
名

美
浜
町
健
康
楽
膳
拠
点
施
設

　
　
　

こ
る
ぱ
の
催
し
を

　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ
し
ま
す

町
健
康
楽
膳
拠
点
施
設
こ
る
ぱ

☎
32
‐
２
１
５
５

問

◆
リ
バ
ウ
ン
ド
し
に
く
い
ダ
イ
エ
ッ
ト

11
月
29
日(

火)

午
後
2
時
〜
3
時
30
分

●

日　

時

●

会　

場

こ
る
ぱ

●

定　

員

15
名

●

費　

用

７
０
０
円

(

ケ
ー
キ
セ
ッ
ト
付
き)

●

申　

込

要
予
約

○
育
児
講
座

◆
パ
パ
と
遊
ぼ
う

11
月
13
日(

日)

午
前
10
時
〜
11
時

●

日　

時

●

対　

象

町
内
在
住
の
親
子

●

会　

場

は
あ
と
ぴ
あ

●

内　

容

お
子
さ
ん
と
一
緒
に
ふ
れ
あ

い
遊
び
を
し
ま
し
ょ
う
。
マ

マ
と
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

●

定　

員

15
組

●

申　

込

10
月
25
日(

火)

〜

11
月
8
日(

火)

●

講　

師

岡
田
健
治
氏

(

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
パ
パ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｓ)

町
子
ど
も･

子
育
て

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー(

担
当･

加
藤)

☎
32
‐
０
１
９
２

問

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会
を

開
催
し
ま
す

敦
賀
税
務
署
法
人
課
税
部
門

☎
22
‐
９
２
６
８

問
　

税
務
署
で
は
、
令
和
5
年
10
月
1
日
か

ら
実
施
さ
れ
る
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い
て

ご
理
解
を
い
た
だ
け
る
よ
う
、
事
前
予
約

制
で
次
の
と
お
り
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
係
る
登
録

申
請
手
続
き
の
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
す
る
登

録
申
請
相
談
会
も
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

11
月
30
日(

水)

・
12
月
21
日(

水)

　

両
日
と
も
に

　
①
午
前
9
時
30
分
〜
正
午(

※)

　

②
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

●

日　

時

※
主
に
免
税
事
業
者
向
け
に
開
催
し
ま
す
。

◆
巨
木
ト
マ
ト
の
解
体
・
撤
去

　
　
　
　
　
　
　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

11
月
27
日(

日)

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

●

日　

時

●

費　

用

無
料

●

申　

込

要
予
約

　

ト
マ
ト
の
実
や
枝
を
頭
上
の
ネ
ッ
ト
か

ら
外
す
作
業
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●

定　

員

10
名

※
作
業
の
で
き
る
格
好
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
参
加
さ

れ
た
方
に
は
、
解
体
時
に
残
っ
て
い
る
ト
マ
ト
を
持

ち
帰
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
。

◆
ア
イ
シ
ン
グ
ク
ッ
キ
ー
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

11
月
23
日(

水
・
祝)

午
後
2
時
〜
3
時
30
分

●

日　

時

●

会　

場

こ
る
ぱ

●

講　

師

小
畑
早
綾
香
氏(

マ
カ
ヒ
キ)

●

費　

用

８
０
０
円

●

定　

員

15
名

●

申　

込

要
予
約

※
ク
ッ
キ
ー
の
追
加
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●

講　

師

山
中
雄
大
氏

(

養
生
デ
ザ
イ
ン)

※
材
料
費
込
み
、
ク
ッ
キ
ー
・
ド
リ
ン
ク
付
き
。


